
決算・運用状況のご報告（資産運用報告） 

東京都港区赤坂一丁目9番20号　 http://www.excellent-reit.co.jp/

第5期   自 平成20年7月1日  至 平成20年12月31日 

第5期 









大都市圏のオフィスビルを中心としつつ、収益の安定

と資産の拡大を時機に応じてバランスよく追求する

ことにあります。 

　足もとの不動産投資環境を見ますと、景況感の

急速な悪化に伴い内外の投資家および金融機関

のリスク性資産に対する投融資スタンスが消極化し

ており、地方物件のみならず大都市圏のオフィスビル

物件も取引利回りが上昇・価格が低下する傾向に

あります。当面、本投資法人は、新規取得については、

保守的なスタンスで取り組む方針です。ただし、優良

オフィス物件の取得環境が好転しているという一面

もあり、従来以上に立地面等での選別を厳格化して、

本投資法人の投資基準に対する超過リターンの

確保を前提に、新規取得の機会を捉える姿勢は継続

してまいりたいとも考えております。 

　オフィスビル賃貸市場につきましても、都心部の

高額賃料物件に加えて、一部の中低価格帯物件

においても募集賃料が軟化する傾向にあり、市場に

おける物件の競争力格差が開きつつあります。本投

資法人は、引き続き管理品質の維持向上及び効果

的な追加投資の実施等を通じて各物件のテナント

満足度の向上を図り、相場賃料との乖離を活用して、

賃料収入のアップを進めてまいります。幸い、懸案で

あったJEI西本町ビル、赤坂ガーデンシティの稼働

率回復にも目処が立ち、来期以降はその効果が収益

増加となって顕現化いたします。 

　財務面では、借入先の多様化、返済期限の分散

化を図りつつ、当面の金利上昇の可能性は低いと

の見通しのもと、効率的・機動的に借入金利の変

動化・固定化を進めていく予定です。 

　不動産及び金融などREIT事業を取り巻く経営

環境は大きく変化しつつあります。本投資法人は、

金融商品取引法をはじめ各種規制やコンプライアン

スを厳格に遵守することはもとよりのこと、投資家の

皆様に経営状況を「積極的に」「即時に」「正確に」

「わかりやすく」開示することを旨としてまいりたいと

存じます。さまざまな制度面の環境も大きく変貌を

遂げていますが、本投資法人はこうした環境変化に

対しても適切に機動的に対応してまいります。 
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